「三国伝記」の装飾表現 by 西村 聡
『三国伝記』の、他の説話集に比した文体的特徴は、｜読して、
華麗というべきか、多くの場合はかつ難解な、表現の装飾性に認め
られる。〃つづれの錦“は、成立時期の近接する『太平記』や能の
（１）
（２）
詞章にも通い、五山詩の盛行と併せて、背旱泉に時代の好尚が想像さ
れる。この性格は、収載された個々の説話を、「出典」と目される先行作
品と比較すれば、いっそう顕著な傾向として抽出できる。「出典」に
話の枠組みを制約され、数多の類話に互して、独自の文学的達成を
主張するには、残された方向は、表現の巧みを誇る以外に、そうた
くさんあったとも思えない。説話の時代に遅れて出て来たこの作品
の、それが宿命であり、必然の方法であった。
「
彼
の
努
力
は
も
っ
ぱ
ら
先
行
説
話
の
状
況
描
写
を
美
文
的
に
増
強
す
る
こ
く３）
とにそそがれ」、「そうした漢文的表現のあやこそが作者が最も一息を
（４）
込めた部分であ」るなら、装飾表現の実態・方法・効果を明確に把
は
じ
め
に 『三国伝記』の装飾表現
握・検証することが、『三国伝記』の文学性を論ずる上で、欠かせな
い手続きとなろう。重要な課題の一つに違いない。
しかし、研究の現段階は、説話ごとの「出典」捜しが、新しい成
果を生み出しつつも、なお未詳話を少なからず抱え、従って、『三国
伝記』独自の装飾表現を量的に呈示することは困難である。加えて、
「出典」の有無、あるいは詳不詳にかかわらず、装飾表現自体の構成
語彙の引用源が、いまだ発掘途上にある。多角的・総合的な講論は、
そうした基礎的な研究のいっそうの進展が前提となる。
もとより小稿も、基礎的考察の域を出るものではなく、多彩な装
飾表現の漢詩文的側面（実際は、さらにその中の、『和漢』『新撰』
両朗詠集の引用を主体とした章句）に対象を限定せざるをえないが、引
用前後の意味の落差や併用される〈折境Ｘ剛〉等の語彙から装飾の
方
法
を
探
り
、
引
用
文
献
群
に
新
し
く
『
玉
造
小
町
子
壮
衰
書
』
を
数
え
る
こ
と
な
ど
を
も
っ
て
、
さ
さ
や
か
な
報
告
と
し
た
い
。
西
村
聡
3２
（９）
長く出典未詳とされてきた本話は、『西行物語』の要約と『和漢朗
〈、）
詠集和談抄』などを利用した避遁讃の挿入から成ることが、最近解
明されたが、趨遁直前の右の文辞は、おそらく玄棟の独創である。
ノ
「柴戸」の内には白髪の老翁がいた。老翁は人丸の亡霊であった。
ワキがシテに出会う、シテ登場の直前を飾って、山場を予告し、山
場と認識させる、そんな位置に装飾表現が置かれるのである。
装飾は、見てのとおり、漢詩句を中核に配して、織りなされる。
すでに指摘された左の三首、いずれも『和漢朗詠集』所収の佳句、
を
踏
ま
え
て
い
る
。
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（山
『三国伝記』の装飾表現を論ずるにあたり狙上に載董第一（虫
や猟Ｊこの話であろうか。早くからくり返し、「趣味色調」「手法」
「内容」の夢幻能との近似を喧伝される、巻六第一一十一話（以下、「六
ｍ」と標記）「西行法師値人丸事」である。歌道に専心して得脱ある
か、西行は、その可否を人丸との遭遇に懸ける、西国修行の旅に出
た。
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女
郎
花
夕
露
泣
、
鹿
鳴
草
野
風
反
転
引
用
と
そ
の
効
果
正
一
筐
ウ
或時、会稽／何亭卜云所二｜夜旅宿ス。露二位夕女郎花、嵐吟鹿
二
ズ
ル
１
ラ
シ
テ
ラ
ゾ
鳴草、最哀催客心傷ケル。（八羽）
ィは暮春一一一月十二日、紀斉名、花見の折の詩序で、耳目に触れる
のは、樵夫の歌声・牧童の笛、夕蕊にかすむ松竹の色、といったの
どかな一刻を描出する。ところが、これを引く『三国伝記』の一一一例
水
．
五
○
二
二
チ
ヌ
テ
ル
ニ
ハ
ニ
ル
ー
い
＄
ル
ニ
ィ
山
路
日
落
満
し
耳
者
樵
歌
牧
笛
之
声
／
澗
戸
鳥
帰
遮
レ
眼
者ノ竹煙松霧之色（山家・五五九）
ウ暁露鹿鳴ァ花始ァ識夕／献艦蝋抓一晩憐（萩．二八一一）
このうちィとウは、共に一一例、他巻に用例が知られ、玄棟好みの
常
套
句
で
も
あ
っ
た
。
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星ノ光朧照射影モ幽ニシテ、女郎塵二野風一鹿鳴泣二夕露一折
、
る
や
か
せ
き
ノ
キ
境、渡鹿鳥羽玉、黒熊ゾト思シシ、心猛モ矢。／放ッ。（一
牧
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イ
行末遠キ野原二日已二蟇ヌレバ、
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3３
は、亡霊が出現し（六ｍ）、夫が毒蛇に殺され（｜咽）、七歳の少年
僧賀が家出して叡山に登る干巧）、無気味な予感や漢とした不安に、
登場人物も読者までもが、胸の高鳴る緊迫した場面である。原典の
意味のままに移行したのでは、逆効果もはなはだしい。
どうやら玄棟の自負は、取り合わせの意外さと、にもかかわらず
大きな効果を保証する、巧みな連接処理とにあったらしい。斉名は
「樵歌牧笛之声」しか「満耳者」のないことで、山路の静寂を表現し
た。これを承けて玄棟は、それすら聞こえない、恐ろしいまでの沈
黙があたりを支配するとして、説話の文脈に融け込ませた。しかも、
「満耳」を、「稀」「幽」もしくは「無友」「不聞」と、わずか一、二
字の置き換えで、それを実現したのである（「遮眼者」１１晩春夕刻
の暮れなずむ明るさを感じさせる「竹煙松霧之色」、これも同様に、｜妬で
は「稀」といって、鑓さえ見えない暗闇を演出している）。
六皿の季は春二超．＋狙は不明）、原典は暮春であった。逆に、
春の話に矛盾しないように、「秋月」を「落月」と改めて『新撰朗詠
（、）
集』（遊女・六七一）の詩句を引く例（十二型）もあり、場面に合わ
せた改変は、「溪」「山」「新撰』僧．五六九）↓「海」「浪」（七咀）・
「金殿」（『新撰』鷲（墜ハニ↓「草庵」（十一ｍ）なども含めるなら、
ノ
ノ
珍しいことではない。現に、ウの「暁露」は、一一一例すべて「夕露」
ノ
と変える（八羽は「夕」字を用いないが、「一夜旅宿」の折の一」と）。「夕
露」に泣く秋草も、六ｍ・八羽は女郎花、｜肥は鹿鳴草（すなわち萩）と
し、後者が原典に忠実なようだが、原典になくて、これと対になっ
ている「女郎廃二野風こ（｜肥）は、
（ｕ）
をみなへし秋のの風にうちなびき心ひとつをたれによすらむ冑古
今和歌集』秋上．二一一一○）／
の上句を漢詩化したものといわれる。新しい説話文体の形成には、
そんな工夫も加味されている。だから、いったん手に入れた自慢の
名句は、『太平記』（巻一一十六、賀名生皇居事）に倣い、時に『和漢
朗詠集』（仙家・五四一一）をまじえた、「暮山ノ薪ヲ拾テハ」の変種の
（西）
ごとく、愛用されて七たび八たびに及びもする。
もちろん、はじめからその文脈にふさわしい佳句を適用すれば、
右に見た操作は必要ない。そして、舜帝の「無為而治」をたとえる
のに（七５）、同じ故事を詠む小野国風の朗詠句（『和漢』帝王・六
六三）をもってし、竹生島の眺望を叙するに際し（十ｍ）、同所での
都良香の作（『和漢』山寺・五八三）を踏まえるなど、適材適所の努
力
は
怠
っ
て
い
な
い
。
しかし、適材の見出せない場合、あるいは操作することの喜びが
まさって、こうした反転引用がもたらす重層性と意外性の効果が追
求され、そのつど、埋め込み技術の様々が披露される。ここに、一
端
な
り
と
瞥
見
し
て
お
き
た
い
。
二叫は、堕地獄後、一日一夜にして蘇生した、定生沙弥の話であ
る。蘇生の機縁は、定生が、地獄を花蔵世界と錯覚したところにあ
った。
エ
ー
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ノ
ニ
ン
ト
ニ
ノ
ク
命終時、将レ随二紅蓮地獄一。地獄有様ヲ見レバ、寒流堅閉テ秦甸
ス
、シ
ノ’千余里ノ氷光藻々タリ。刀剣ノ霜白漢家舟六宮ノ月影澄々
ツニテ
』
ナ
ニ
ニ
タリ。定生誤花蔵世界ノ荘厳カートー思う。依二比念一紅蓮城忽八
3４
功徳池ト変ズ。
（焔〉
出典は、玄棟が「縦横に駆使した」とされる、『三宝感応要略録』
中
７
で
、
該
当
部
分
は
左
の
と
お
り
。
入紅蓮花地獄。謬謂花蔵世界。歓喜称花蔵妙土。其時地獄変為
（Ⅳ）
花蔵。
出典を同じくする『今昔物語集』六型は、出典を大きく逸脱する
（胆）
ごとがなく、エのごとき、「語調を改め」た装飾は、『三国伝記』初
見である。これは、『和漢朗詠集』の、
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五
夜
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○
）
を、ほとんどそのまま挿入したもの。ただし「秦甸」は、素の故地
長安を謂う。漢代以来の、三十六もの宮殿が蓑を競う大都となれば、
ノ
「地獄有様」とはおよそかけはなれた、はなやかな「粉錺」が想像さ
れる。一方、「凛々氷鋪」とあるのは、氷を敷きつめたように、’千Ⅶ
余里の内が、八月十五夜の月光に照らし出され、輝きわたっている
からである。すなわち時は夜、人気のない夜の都の、さえざえと澄
菫
亘
恐
ら
し
い
ま
で
の
美
し
さ
ｌ
恐
ろ
し
ざ
の
あ
ま
’
定
生
が
美
を見てしまう地獄の「寒流」、「刀剣ノ霜」にも、「夜」と「都」の
（四）
両面あり、「長安八月十五夜賦」の引用は、この両義性の連絡（重層
的移行）に、成功の秘密があった。「花蔵世界ノ荘厳」と見誤ってふ
しぎはない、的確なイメージの提供といえよう。
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こ
れ
は
、
弘
法
大
師
「
五
六
歳
」
の
幼
時
、
遊
び
の
中
に
も
非
凡
さ
が
う
か
がえたことを示す挿話の一つで、『金剛峰寺建立修行縁起』には、
「以泥土作仏像、以草木建立童堂」とあるのみ。『今昔物語集』所載
の類話（十一９）にも、オに相当する文飾を知らない。
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ク
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而長忘（『和漢』仏事・五九一一一）
童
子
が
戯
れ
に
砂
の
仏
塔
を
造
る
、
そ
れ
だ
け
の
わ
ず
か
な
行
い
に
も
、
仏
（卯）
道成就の機縁がひそむ。『法華経』方便品のこの思想を、慶滋保胤は、
浪
に
洗
わ
れ
、
雨
に
流
さ
れ
る
砂
の
仏
塔
と
、
そ
れ
を
顧
み
ず
、
ほ
か
の
遊
び
に
夢
中
な
子
ど
も
の
姿
の
対
比
に
よ
っ
て
、
受
容
し
た
。
ふ
つ
う
の
子
ど
も
は
、
遊びとはいえ、砂場で仏塔など造らない。造る子は、たとえ一時の
戯れであろうと、〈むしろ無心であるだけに）尊い善根をなしたに等
しい。その善根を、幼い大師は、どれだけ積み重ねたことであろう。
泥
土
の
仏
像
造
り
は
「
常
」
の
こ
と
、
見
向
き
も
し
な
い
の
は
芥
難
・
竹
馬
の
ほ
う
だ
と
い
う
。
三
段
階
経
た
強
調
は
、
大
師
の
偉
大
さ
を
称
揚
す
る
、
こ
れ
も
反
転
引
用
の
効
果
で
あ
る
。
も
う
一
例
、
今
度
は
、
否
定
辞
及
び
反
対
の
概
念
を
付
与
す
る
修
飾
句
を
伴
う
こ
と
な
く
、
同
一
語
が
、
そ
れ
を
含
む
引
用
の
前
後
で
、
別
の
意
味
を
担
う
場
合
を
取
り
上
げ
て
お
く
。
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、
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テ
ーーー五夜天湖水漫々、一一千里地眺望心傷、
3５
テウワノソラナル月ゾヤドレル／ト詠ジケレバ、書院方ヨリ鬼
リ
テ
シ
ン
走立、ヲソロ、ンゲナル声ニテ、「面白・御一房物申」トゾ云ケル。
（九ｍ）
叡
山
玉
泉
坊
の
旧
邸
に
、
跳
梁
す
る
怨
霊
を
着
伏
す
べ
く
単
身
乗
り
込
ん
だ
ル
「或僧」が、八月十五夜の月影のもと、邸内から見はるかす琵琶湖の
眺めに感嘆し、かつてここに住んだ玉泉坊某奏懐旧して、鬼の出没を
ひと時忘れる場面である。
出典は、古今注の類、とくに尊円・頓阿・了誉ら二条派歌人の箸
と
伝
え
る
序
注
に
共
通
し
た
付
会
説
話
か
ら
の
流
入
が
、
こ
れ
も
最
近
、
指
摘
（皿）
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
披
見
し
て
も
、
僧
の
目
に
留
ま
っ
た
も
の
は
、
泉
殿
・
庭
の
草
・
「
つ
く
へ
の
た
ぐ
ひ
」
な
ど
近
景
に
限
ら
れ
て
お
り
、
や
は
り
力
は
、
玄
棟
の
手
に
成
る
と
考
え
ら
れ
る
。
古
来
、
人
口
に
膳
灸
し
た
、
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
カ一一一五夜中新月色一一千里外故人心（『和漢』十五夜・一一四
一一）
が
下
敷
き
に
あ
る
こ
と
は
、
こ
と
あ
た
ら
し
く
こ
こ
に
紹
介
す
る
ま
で
も
な
い
。
楽
天
は
、
八
月
十
五
夜
、
東
の
空
に
姿
を
現
し
た
ば
か
り
の
月
の
色
に
、
二
千
里
の
か
な
た
、
江
陵
に
あ
る
旧
友
元
槇
を
思
う
。
同
じ
月
夜
、
本
話
の
僧
は
、
二
千
里
の
眺
望
に
感
傷
し
て
、
玉
泉
坊
の
旧
主
を
思
う
。
旧
主
は
物
故
し
て
、
こ
こ
に
い
な
い
。
旧
友
は
生
き
て
、
遠
く
隔
た
る
。
思
う
相
手
を
旧
友
か
ら
旧
・
ン
・
ン
、
王
へ
、
白
詩
の
「
故
人
」
を
「
昔
栖
（
そ
し
て
今
は
亡
い
）
主
」
へ
、
読
み
換
え
て
の
引
用
な
の
で
あ
る
。
懐
旧
の
契
機
は
、
出
典
に
説
か
れ
る
と
お
り
、
邸
内
の
荒
廃
に
あ
り
、
僧
の
詠
歌
ま
で
一
貫
し
て
い
る
。
そ
の
流
れ
を
、
「
眺
望
」
を
契
機
と
す
る
か
の
ど
と
く
読
ま
せ
る
こ
と
で
、
い
っ
た
ん
屈
曲
さ
せ
よ
う
と
も
、
八
月
十
五
夜
と
あ
れ
ば
こ
の
詩
を
抜
き
に
発
想
し
が
た
い
、
そ
し
て
眺
望
『三国伝記』の装飾表現がどのように構成されるか、その方法を、
漢
詩
句
の
反
転
引
用
に
求
め
て
、
具
体
例
数
種
に
つ
き
、
こ
れ
ま
で
検
証
を
試
み
て
き
た
。
右
以
外
に
も
注
目
す
べ
き
類
例
は
多
く
、
引
用
源
と
し
て
の
両
朗
詠
集
を
比
べ
て
み
て
も
、
内
容
を
よ
く
消
化
し
、
必
要
な
語
句
の
切
り
取
り
に
大胆な『和漢』に対して、『新撰』の場合は、生硬で、丸ごとの引用
が目につき、理解の程度に差がありそうなのは、その基盤にある享
受
史
の
違
い
を
反
映
す
る
か
、
な
ど
看
過
で
き
な
い
問
題
も
残
る
が
、
そ
れ
ら
は
し
ば
ら
く
措
い
て
、
こ
う
し
て
練
り
上
げ
ら
れ
た
装
飾
表
現
が
、
｜
話
の
ど
こに挿入されるか、つなぎ目の円滑な処理に何か工夫はあったのか、
の視点からいま一度、『三国伝記』を読み返してみよう。
弗比、江州和阿弥曰遁世者、宿鴎事撤吋晶同通閥に燈不レ眺同脇
に
と
ウ
ト
オ
の
｝
、
、
け
ア
勺
屹
れ
ノ
の
倍し声。折境、和阿弥申、「夫一〔時〕同車、｜畳同座、皆〔是〕多
〃▽
の
生縁ナリ。其ヨシアシモ津国ノ難鵬事法ナラヌ。我諸共ニイザ
ノ
つ
の
’
し
▽
物
〃
八
宵月待程、慰巡物語申侍」ト曰ケレバ、．…：
天
竺
の
梵
語
坊
、
大
明
の
漢
字
郎
、
そ
し
て
本
朝
は
江
州
の
和
阿
弥
。
こ
の
一
一
一
人
が
清
水
寺
に
同
席
し
、
和
阿
弥
の
提
案
で
、
交
互
に
自
国
の
話
を
語
り
合
（犯）
への関心を抑えがたい、玄棟であった。
キ
セ
リ
の
の
に
〔座〕。Ｔ亥八月十七夜宵間、
二
〈
折
境
〉
と
〈
勘
〉
ｌ
装
飾
表
現
の
成
立
的
は
と
を
ば
に
刊
仁
に
望し山幽ｐＨ“猶蔵し影、聴レ阿飛泉転
3６
う
と
い
う
、
『
三
国
伝
記
』
全
体
の
構
成
を
決
定
す
る
序
の
一
節
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
場
面
を
、
キ
に
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
菅
三
品
の
句
（
秋
晩
・
二
三
一
）
を
一
宇
の
改
変
も
な
く
借
用
し
、
人
物
た
ち
の
背
景
に
山
の
端
を
出
ノ
でやらぬ「イザ宵月」（「立待月」のはず）を配し、みぎり石に飛び
散る水音を効果音として、演出している。一一一人同席し、和阿弥が提
案
す
る
、
そ
の
境
に
年
時
を
投
入
し
、
佳
句
を
連
ら
ね
て
、
読
者
の
注
意
を
喚
起
す
る
の
は
、
直
後
の
展
開
に
本
話
の
主
題
が
深
く
か
か
わ
り
、
そ
れ
を
訴
え
る意図からである。
朗詠句を承け、和阿弥の提案につなぐ機能は、〈折境〉なる語が担
ノ
ノ
ニ
ノ
ワ
ス
当
し
て
い
る
。
そ
の
訓
み
と
用
法
は
、
九
３
に
「
九
識
窓
中
本
性
住
種
月
光
耀
オ
リ
フ
シ
ニ
リ
フ
シ
折境」と見え、〈折節〉に通じる一｝とが知られる（四ｕにも「折境」
とする）。この二語、全十二巻中に併せて十数例を数え、まれにはす
で
に
出
典
中
に
見
出
さ
れ
て
も
（
七
汀
角
長
谷
寺
霊
験
記
』
〉
、
十
一
１
〈
『
太
平記』〉）、たいていは『三国伝記』に至っての初見である。たとえば、
ノ
ノ
シ
ニ
テ
ニ
リ
カ
ニ
シ
テ
二
文
治
弐
年
春
比
、
（
中
略
）
参
社
宿
坊
帰
ケ
ル
ニ
、
松
門
風
和
遠
峰
霞
タ
ナ
ピ
キ
ニ
キ
ヘ
テ
、
、
ヨ
リ
フ
シ
マ
ヅ
キ
ー
ニ
リ
聾
、
学
窓
雪
消
碧
樹
二
鶯
噌
レ
ル
折
節
二
、
隠
し
几
眼
ケ
ル
夢
二
、
…
・・・（六釦）
とあるこの部分、出典の『日吉山壬利生記』八には、、
文
治
二
年
春
、
松
門
風
和
に
学
窓
雪
き
ゆ
る
程
に
や
、
う
ち
ま
ど
ろ
み
た
（配）
りける夢に、…・・・
とあり、直接依拠したことが明らかに思える、その「程」を、玄棟
は〈折節〉と置き換えたのである。
夢は、主人公厳雲に発奮を促し、往生に導く重要な契機であると
と
も
に
、
量
的
に
も
本
話
の
約
六
割
を
占
め
る
。
こ
の
構
造
は
、
早
く
『
日
吉
山王利生記』時点で形成され、装飾の対象に夢見た「程」を選ぶ手
法まで、『三国伝記』の学ぶところとなった。ただし、玄棟の創作の
主眼は、その装飾にこそあったから、うたたれの夢を誘う出典の春
風
を
活
か
し
な
が
ら
、
遠
峰
の
霞
へ
と
視
野
を
拡
げ
、
聴
覚
的
に
は
鴬
の
噂
り
（型）
を添え、小道具に脇息を使うなどの凝りようである。
そ
し
て
何
よ
り
、
本
来
、
意
味
の
違
わ
な
い
「
程
」
か
ら
〈
折
節
〉
へ
の
変
換
は
、
こ
の
語
を
媒
介
と
す
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
＋
全
な
装
飾
表
現
が
成
立
す
る、と玄棟自らも意識する『三国伝記』の文体へ、出典を取り込み、
再
生
す
る
た
め
の
必
然
で
あ
っ
た
。
装
飾
表
現
の
巧
ま
れ
る
周
辺
に
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
〔
装
飾
句
↓
〈
折
境
・
折
節
〉
↓
装
飾
対
象
（
山
場）〕のパタンが抽出でき、この流れに説話をどう載せるかに、玄
棟
は
輿
を
そ
そ
ら
れ
、
努
力
を
そ
そ
い
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
摘
出
し
た
（躯）
序と六釦にとどまらず、前掲諸例中の一咽と六Ⅲ、さらに、
ノ
ー
ニ
ノ
ク
ナ
ル
、
、
リ
ニ
タ
リ
キ
ニ
ノ
ナ
ル
南
岸
春
已
暮
、
北
藤
浪
漸
黄
昏
折
節
、
独
庭
上
立
。
髪
其
躰
異
相
男
一
テ
キ
グ
又
妬
）
人来践捧二書状一。（五６）
ひ
を
ヘ
タ
ル
ヲ
、
、
ニ
ク
ル
シ
ン
デ
レ
セ
ノ
孤松払二残雪一一峰支二落日一折節、塩車困疲痩ダル馬、彼伯
クイバヘ（”）
楽
ヲ
見
、
高
噺
タ
リ
。
（
七
Ⅳ
）
など、〈折境・折節〉使用例の大半を、この用法が埋めるのである。
〈折境・折節〉と並び、装飾表現に付随して頻出する語として、
見
落
と
せ
な
い
の
が
〈
剛
〉
で
あ
る
。
序
に
引
く
朗
詠
句
の
〈
剛
〉
は
、
み
ぎ
（記）
り
石
も
し
く
は
水
辺
の
意
で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
は
別
に
、
時
ま
た
は
場
所
を
表
す
用
い
方
も
知
ら
れ
、
『
三
国
伝
記
』
に
お
い
て
は
、
と
く
に
そ
の
後
者
が
ほ
と
ん
ど
と
い
っ
て
よ
い
。
ク
ノ
ハ
ハ
ト
シ
テ
ノ
ノ
ナ
リ
レ
ク
シ
テ
ノ
ー
ミ
ゲ
ク
シ
テ
彼池本乾臨閣号代々御門泉。厳泉流涼水一二伏夏臨、松柏隠茂
3７
ノ
マ
ム
ノ
、
リ
ノ
ハ
ヲ
ミ
ノ
ワ
ル
風一声秋留詩歌遊興阿也。竜神影向後貴賤触穣慎清浄礼莫捧神
ナ
リ
池。（－－－３）
弘法大師が雨乞いをして雨を降らせた神泉苑の池の由来を説いた
条で、
ひ
や
や
カ
ニ
シ
テ
ニ
シ
ノ
ク池冷水無二一一一伏夏一／松島ンテ風㈲二一声秋一（『和漢』納涼
・ニハ四）
（羽）
による装飾表現は、「酷似」するといわれる『大師御行状集記』や
『古事談』にも見当たらず、玄棟の手で、源英明の河原院にての作
（『和漢朗詠集注』）を移したもの。この場合の〈岡〉は、前後の「泉」
「神池」の言い換えに違いないが、同時に、装飾句を受けとめる記号
として、これ以外のどの語であってもいけない。
しかし右の例は、装飾が漢詩句を主体とし、〈剛〉に宗教性が稀薄
（
あ
く
ま
で
「
詩
歌
遊
興
」
の
場
）
な
点
で
、
特
殊
な
部
類
に
入
る
こ
と
も
、
申
し添える必要があろう。
メ
ノ
ヲ
那智山者、地主飛滝権現、本地千眼妙法聖、泰レ崇二本宮十一一所尹
ノ
ノ
テ
イ
タ
ラ
ク
ノ
ク
シ
テ
シ
ノ
ヲ
の
ハ
ズ
彼山為躰、妙法最勝峰高移二鷲頭逝多勢一、一二重百尺水精混二
ノ
ー
ノ
ハ
ノ
》シーア
ノ
ノ
、
鶏足｛］］露浪一。此所補陀落山東門也。惣効験無双庭、利生殊勝岡
ツ
テ
ノ
ヲ
し
ワ
ノ
ニ
テ
ガ
ヲ
也・共二揃二黄金瑠璃玉一垂二跡於無漏〔郡「離二〕海〔岸〕孤絶島一
ロン
ノ
ニ
ノ
トニ居於南海浜一、一一一山十一一瑞離堂々トシーア、八万四千ノ霊光巍
コ
ト
シ
ノ
ズ
ル
ガ
キ
ニ
コ
ト
ク
リ
ノ
ル
ニ
々タリ。愛。／以、神験不レ疑如二谷応匡響、利益無し限似二月写禧
一一
水芙。（｜胆）
熊野権現の鎮座するにふさわしく、那智山がいかに卓越した霊場
てあるか、霊仏霊社を荘厳する、おそらくは唱導世界の慣用語彙な
どまじえながら、ここを先途と縫述している。説話の本筋を見失わ
せる危険をあえておかす、このような文脈には、必ず、それを集約
する句が、傍線部のごとく配される。ともすれば膨張し、拡散する
荘厳の言葉を、束ね、引き締める、要の位置に〈岡〉は置かれ、装
飾表現の成立に欠かせない装置として、はたらいているのである。
玄棟は、霊場の荘厳に、並々でない意欲を示し、その達成に腐心
（帥）
した。〈荘厳〉の語自体の使用頻度がそれを物語り、〈岡〉を伴う霊場
は、粉河寺・蔵王堂・善勝寺・高野山・伊吹山など、宗派や地方・
知名度を問わず、手当たり次弟の観さえある。その中で、「此山〈我
／
、
ナ
リ
ノ
ノ
ガ本有相応地、汝ガ降化有縁ノ剛」（一一巧）、「此地ハ一一一世諸仏転法
ノ
ハ
ノ
輪ノ所、十方ノ賢聖利〔益〕衆生ノ剛也」（同上）、「此所仏法相応地鎮
ノ
、
ト
シ
テ
ノ
ノ
ト
ハ
ノ
護国家岡種々不思議事アリ」（一一一９）、「大和国泊瀬山云所功徳成就
ト
シ
テ
ノ
ー
ヲ
、
リ
一一
壼一亟地生身十一面観自在菩薩鎮衆生利スル剛也」（五釦）、「実当山和
ハ
の
、
州長谷山観幸曰利生剛也」（五加）と五度にわたる〈剛〉句が長谷寺に
集中し、それらが全て、出典の『長谷寺霊験記』を同文的に借用す
る事実に照らせば、同書の摂取は、素材面を超え、荘厳の方法に及
んだ可能性もある。
こうして、『三国伝記』の装飾表現は、〈折境・折節〉並びに〈剛〉
という、二種の接辞を中核に据えて、装飾の場を設定することが知
られた。装飾表現の、いわば定型が、確認されたのである。その定
型を満たすため、耳馴れた漢詩句の反転引用が要請されることは、
前に述べた。最後に、そのような佳句の、具体的な取材源の一つに
3８
お
よ
そ
『
三
国
伝
記
』
に
限
ら
ず
、
装
飾
表
現
の
採
例
は
、
美
人
の
形
容
に
お
い
て
、
最
も
容
易
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
『
三
国
伝
記
』
に
限
れ
ば
、
釈
尊
や
聖
徳
太
子
の
后
妃
か
ら
か
ぐ
や
姫
ま
で
、
美
女
と
あ
れ
ば
、
ひ
と
ま
ず
「
窃
窕
（、）
淑
姿
」
を
た
た
え
る
こ
と
が
．
玄
棟
流
の
礼
儀
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
美
質
を
描
く
こ
と
自
体
に
説
話
の
主
眼
が
あ
る
と
き
は
、
た
と
え
ば
こ
ん
な
装
飾
表
現
で
強
調
さ
れ
る
。ニー
ノ
ナ
ーテ
セ
ヒ
サル程、女院和泉式部以下八人女一房達皆輿ヨリ下御坊一一入給ケ
『
玉
造
小
町
子
壮
衰
書
』
の
あ
る
こ
と
を
、
例
証
し
て
お
き
た
い
。
一一
ガ
ヒ
ニ
ナ
ル
嵐
宅
李
夫
人
媚
、
楊
貴
妃
か
粧
、
誠
妙
姿
也
。
（
八
ｍ
）
書写山に登った上東門院に随う、和泉式部ら八人の女一房は、その
美
貌
に
接
し
た
弟
子
た
ち
が
心
惑
わ
さ
ぬ
よ
う
、
性
空
上
人
を
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
鬼
と
呼
び
、
畏
怖
せ
し
め
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ケ
は
、
比
較
さ
れ
た
楊
貴
妃その人についても、適用されている。
ノ
ノ
フ
ノ
ガ
ノ
／
彼玄宗后楊貴妃‐トー云美人ハ弘農楊玄談娘也。蓬莱山仙女化現也。
腓一・依し之皇帝寵愛不し同二三千尹（一一羽）
二
の
一一
柳腰の美人はまた、柳の髪と桃色の頬にも恵まれる。「桃顔柳髪」
二釦）は、「窃窕淑姿」を形成する、大事な要素の一つである。
ケ 三
『
玉
造
小
町
子
壮
衰
書
』
の
影
ケ
ー１。
プ
ガ
ノ
ニ
ハ
夕
Ⅲ
（
マ
マ
｝
ノ
ヘ
ル
ニ
／
情娼ダル〔美〕質如三芙蓉ノ浮二暁浪「椀娩ダル艶似三楊柳従二春
》
ハ
ク
ル
ガ
ノ
ノ
ニ
ハ
ク
リ
ニ
ノ
ノ
娚停ダル面容如レ浮二芙蓉暁浪『棡梛ダル腰支似レ乱二楊柳夕
化
粧
を
施
し
、
衣
裳
に
気
を
配
るサ
ノ
其妻桃顔柳髪世一一稀也。
（四応）
こ
れ
は
宇
賀
大
明
神
化
現
の
折
の
麗
姿
、
類
似
の
表
現
は
、
十
六
七
の
美
少
年
（
亡
霊
）
が
体
現
す
る
「
幽
玄
」
の
実
質
を
説
明
し
た
条
に
も
見
出
さ
れ
る
（十二烟）。
そ
う
し
た
美
人
の
半
ば
は
、
生
来
の
美
質
に
さ
ら
に
み
が
き
を
か
け
る
た
め
、
化
粧
を
施
し
、
衣
裳
に
気
を
配
る
こ
と
を
日
課
と
す
る
。
（九型）
自
己
を
飾
る
こ
と
に
熱
心
で
他
を
顧
み
な
か
っ
た
そ
れ
ら
の
女
人
は
、
密
通
が
露
見
し
、
餓
鬼
道
に
堕
ち
、
地
獄
の
鬼
に
責
め
ら
れ
る
な
ど
、
三
人
共
に
悲
惨
な
報
い
を
受
け
て
、
巻
十
冒
頭
近
く
の
玉
の
輿
に
乗
っ
た
一
連
の
美
女
た
ち
（
第
二
～
四
話
。
た
だ
し
第
二
話
は
頚
に
瘤
あ
る
女
）
と
は
、
好
対
照
を
な
し
て
いる。以上
、
右
に
掲
げ
た
ケ
ー
サ
の
装
飾
表
現
は
、
す
べ
て
『
玉
造
小
町
子
壮
衰
一一
衣裳一。（｜釦）
サ
ノ
善
愛
女
者
波
斯
匿
王
罧
女
也
。
ノ
ニ
ヘ
ル
ノ
ラ
レ
ヒ
テ
十
五
人
童
子
囲
遠
セ
ラ
レ
給
女
客
、
傘
指
懸
給
レタリシサ
我
生
時
、
一テ
ラ
取二凰叙一椀娩ヲ事トス。（一一頭）
ニ
ハ
テ
ニ
ト
シ
ヲ
ニ
ハ
テ
ヲ
タ
キ
モ
ノ
セ
リ
ヲ
朝向二驚鏡一事二容錺一、夕撫二蝉翼一薫二衣裳毛
．
テ
ニ
ト
シ
ヲ
ワ
タ
キ
モ
ノ
ス
朝ニハ向し鏡事二容飾一夕ニハ垂し帳薫二
｜了
一一
ツ
ク
ロ
ヒ
朝
ニ
ハ
向
二
鷲
鏡
一
艶
色
ヲ
理
、
暮
ニ
ハ
ノ
ュ
ヵ
ニ
ノ
羅
綾
杉
鮮
錦
繍
桾
3９
書』（以下、『壮衰書』と略称）に典拠を仰ぐと考えられる。平安中
（卵）
期、唱導僧の手に成るらしいこの書は、その構成や表現を、自ら明
かす「楽天秦中吟之詩」と「幸地噌上詠之賦」に依拠するほか、『遊
（鋼）
（型）
仙窟』や『三教指帰』、あるいは『往生要集』などの流入が、論じら
れてきている。従って玄棟の引用が、『壮衰書』ではなく、その出
典にまでさかのぼって行われた可能性を、一度は想定してみるべき
かもしれない。一方、そのいずれであっても、説話ごとの出典段階
で、同じ装飾表現がすでに発見できるなら、玄棟の座右に『壮衰書』
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
く
な
る
。
しかし、『壮衰書』とその出典について、類似が指摘される語句を
比較し、『三国伝記』とその出典の該当箇所を照合しても、両書の直
接関係を否定する材料は乏しい。加えて、明らかな徴証がある。「小
野小町壮衰事」（十二６）｜話のみは、従来から、『壮衰書』を出典と
す
る
こ
と
が
、
認
知
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
同
文
的
借
用
の
長
さ
と
話
材
の
連
想
が
、
気
づ
か
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
玄
棟
が
参
看
し
た
こ
と
が事実なら、しばらく机辺に置かれ、類書的使用に供されて、装飾
表現の成立に貢献したとしても、ふしぎはない。十二６の出典の一
部
と
、
そ
の
前
後
数
行
を
左
に
掲
げ
、
併
せ
て
ケ
ー
サ
の
原
拠
を
呈
示
し
て
み
る。
。シ
一一
ク
リ
ヲ
歎猶深。齢未し及二一一八之員「名殆兼一「一一一千之列エニサ
ーー
コ〃
一一
裏「不し歩二外戸扣被レ愛二珠簾之内（無し行二傍門『
ハ
ナ
リ
女答し予曰、吾是偶家之子、良室之女焉。壮時僑聿訪最甚、衰日愁
ス
ハ
｝一
朝向二鷲鏡一点二
被し寵二華帳之
一一
モ
、
、
カ
ス
ハ
一一
嵐王不レ奈二楊貴妃之花眼「不し肖二李夫人之蓮礎犯衣非二蝉翼一
ハ
一一
チ
ニー
不し被、食非二豐牙一不し洽煙。錦繍之服数満二蘭閏之裏「羅綾之衣
（弱）
参一余二桂殿之間毛
『壮衰書』は、その壮衰の主題が、中世文学に大きな影響を与えた。
と
り
わ
け
、
落
魂
す
る
小
町
の
造
形
と
流
布
は
、
こ
の
作
品
を
抜
き
に
語
れ
な
い。〈卒都婆小町〉一つ取り上げるまでもなく、『壮衰書』ヘの傾倒は、
玄棟ひとりの恐意に発した営みとは違う。『壮衰書』に盛られた思想
と表現は、『壮衰書』を通じて受容された時代である。
当
時
の
読
者
は
、
右
の
諸
例
な
ど
、
一
読
し
て
出
典
を
知
り
、
女
主
人
公
に
は
小
町
の
像
を
重
ね
て
読
む
の
が
常
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
揺
曳
す
る
残
像
が
、
壮
で
あ
れ
衰
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
極
限
を
生
き
た
小
町
の
そ
れ
で
あ
る
だ
けに、強調の意図から導入される場合には、人物のイメーｍジ形成に
有効にはたらいたにちがいない。たとえば、「僻怠」の果てに「乞弓」
と
な
っ
た
舎
衛
城
頭
の
老
夫
婦
（
四
翌
に
つ
き
、
類
話
の
一
つ
、
『
発
心
集
』
（二皿）に、
と
も
に
頭
の
髪
白
く
、
面
の
し
わ
た
た
み
て
、
骨
と
皮
と
黒
み
衰
へ
た
り
。
身
に
は
汚
な
げ
な
る
物
を
、
わ
づ
か
に
結
び
集
め
つ
つ
着
た
れ
ど
、
肌
へ
も
か
く
れ
ず
。
い
さ
さ
か
あ
ゆ
み
て
は
、
大
き
に
あ
へ
た
き
、
ひ
ま
な
く
錦，白
服粉
窄一・
・ケ顔
ヲ
ヲ
ハ
ヲ
ヲ
ツ
ク
ロ
ウ
ヲ
ニ
ハ
蛾眉一而好二貌白〈尹暮取二鳳叙一画二蝉翼一而理二艶色一而面不し絶二
コ
ニ
ハ
顔無し断二丹朱一。フ
ニー
ノ
障曄面子疑三芙蓉之浮二暁浪「姻梛腰支誤一二楊柳之乱二春
桃顔鴎鵬柳髪風柵。腕肥玉釧狭、膚脂
ノ
ク
4０
ク
ウ
ス
ラ
ギ
．
》
カ
ナ
リ
奴碑不レ従、憧僕無し仕。一邑貴漸微、衣食屡疎。
を組み合わせて、「貧」と「孤独」の由来を語り、後者は、「酷似」
跣無し履。
を踏まえ、踏まえたことが誰にもわかる形で引用して、乞食姿の老
小町を背後に浮かび上がらせ、他のどのような表現よりも、明確で
物語的ふくらみのある「乞弓」像を、中世の読者に示してみせたわ
けである。
衰の側面での取り込みを、もう二例、添えておく。
前者は、出典（『一一一宝感応要略録』上型）に、「有貧人、孤独自活」
でかたづけられたところを、前掲スと後出の、
息む。
と、老後の悲惨さを描破することは、しばしば同書を出典に用いる
玄棟の、当然、念頭に置かれたはずであるが、
の対句以外に賛言を費さない。これは、『壮衰書』の、
セ ス ℃ン
ニ
ツ
ヲ
孫庇一而断レ腹。（五ｍ）
・ン
ノ
ノ
一
一
ノ
径辺途傍有一女人。
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
ニ
シ
テ
ク
ニ
ニ
ン
ナ
■
ン
川
〃
貧
婁
無
レ
カ
、
孤
独
無
し
便
。
二』シ｜ナ〃グ
ニシーア
形躰卑賎無し衣、色容樵悴無し履。
牛
曰
疋
ロ
国
家
ニ
ヱ
Ｊ
］
『
三
一
至
穐 容貌顛頓、身躰疲痩。（中略）裸形無し衣、徒
ニ
ニ
ハ
テ
ニ
シ
ヲ
ニ
ハ
シ
テ
依し之朝居二孤館一而落し涙、暮坐二
ソ
〆－，
２
，－－
〈注〉
（１）早く坂井衡平が、六ｍを例に、「趣味色調著しく謡曲文学の世界に接近
したり」、「謡曲の詞章に似たること、地蔵霊験記の文より一層甚だし」
などと述べ（『今昔物語集の新研究』〈一九一一三年一一一月、誠之堂書店刊〉）、
近くは黒田正男が、仙人物の境涯を示す象徴的な句、②感動的な場面に
おける韻文的表現、③道行文、の三つの類似を指摘している（「世阿弥時
代の能と「一一一国伝記」」〈『宮城教育大学紀要』ｕ、一九七七年三月。『世
阿弥能楽論の研究』〔’九七九年一月、桜楓社刊〕に再収乙。
（２）安藤直太朗は、漢詩文の美辞麗句を挿入するのは、玄棟の好みである
と同時に、「当時のいわゆる五山文学における漢詩文の盛行がもたらした
時代的影響による」とする（「「三国伝記」の説話と文体の考察ｌｌとく
に新採説話を中心にｌ」〈檀山女学園大学研究論集』６二九七五年
三月〉）。
（３）『日本古典文学大辞典』第三巻（一九八四年四月、岩波書店刊）〈一一一国
伝記〉の項（池上洵｜執筆）。
（４）稲田・佐藤・三村編『中世文学の世界』（一九八四年五月、世界思想社
は、全く意識されていない。．
このように、『三国伝記』における『壮衰書』の受容は、たんに十
二６｜話の出典関係に認められるだけでなく、その頻度や密着度、
（調）
あるいは本質的理解の程度から見ても、両朗詠集などと並び、玄棟
が最も精力を傾けた、装飾表現を支える有力な取材源として、評価
を改める必要を知るのである。
す
るソ
ニ
ハ
テ
一
一
・
ン
ワ
ニ
ハ
テ
ー
マ
マ
｝
二
ツ
ヲ
朝居二孤館一而落し涙、暮坐二孤庇一而断レ腹。
『今昔物語集』（十六皿）に、『壮衰書』の
４１
刊）第三章「説話文学の種々相」（小峰和明執筆）。
（５）前掲（１）坂井論文。
（６）安藤直太朗「説話の類聚と編者ｌ『私聚百因縁集』と『三国伝記』
Ｉ
」
｛
『
日
本
の
説
話
３
中
世
Ｉ
』
〈
一
九
七
三
年
二
日
東
京
美
術
刊
》
所
収
｝
．
（７）黒田正男「世阿弥自筆本「阿古屋松」と「三国伝記」」（『宮城教育大
学紀要』８、一九七四年二月。前掲（１）の著書に再収）。
（８）以下、『一一一国伝記』の引用は中世の文学『三国伝記』山、（池上洵｜校
注
、
三
弥
井
書
店
刊
）
に
拠
る
。
た
だ
し
、
傍
訓
な
ど
一
部
の
表
記
を
私
に
省
略
し
、
改
め
る
場
合
も
あ
る
。
出
典
・
引
用
源
の
特
定
は
、
同
書
の
指
摘
に
負
う
と
こ
ろ
が
大きい。
（９）木下資一「『三国伝記』説話の一考察１１人麻呂西行説話をめぐって１
１」（『富山大学教育学部紀要』釦、一九八二年一一一月）及び「謡曲と伝承
の西行」（『観世』皿の、、一九八四年一二月）。
（、）黒田彰「『三国伝記』と『和漢朗詠集和談抄』（一一）」（『国文学』〈関西大
学
〉
弱
、
一
九
八
二
年
一
二
月
）
。
（、）引用の本文と訓みは日本古典文学大系『和漢朗詠集梁塵秘抄』に拠る。
〈皿）引用の本文と通し番号は『新編国歌大観』第二巻に拠る。
（田）「雁字一行」「樵歌数曲」「新撰朗詠集』眺望・五八八）を「雁字数行」
「樵歌一曲」と改めた理由の必ずしも明確でない例（十二型）もいくつか
ある。
（必）引用の本文と通し番号は『新編国歌大観』第一巻に拠る。
（咽）四６．四ｍ・八３．十４（以上、前掲（６）安藤論文の指摘するところ『
さらに－４．四釦（以上、前掲（８）池上校注本の指摘）、｜ｎ．五皿・六
９
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
（
焔
）
小
林
忠
雄
「
三
国
伝
記
と
三
宝
感
応
要
略
録
’
三
国
伝
記
出
典
考
の
一
部
と
し
てＩ」（『国語鬮文』噸の５．’九四七年九月一．
（、）引用は『歸曄大蔵経』第五十一巻に拠る。
（肥）黒田彰「『一一一国伝記』と『和漢朗詠集和談抄』」（『国文学』〈関西大学〉
記、’九八一年一二月）。
（四）唐の公乗億の作（『和漢朗詠集私注上。
一
一
ノ
ヲ
ワ
ル
（卯）『一二国伝記』九躯の「小児戯以二木葉一造し寺寿延事」も同じ思想に基づ
く（出典は『三宝感応要略録』上姐〉。
一虹｝徳田和夫「『三国伝記』の歌徳説話１１古今序注との関わりからｌ」
（『国語国文論集』〈学習院女子短期大学〉、、’九八三年一一一月）。
（皿）玄棟の眺望への関心、とりわけ近江のそれへの表現意欲については、
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。
（配）引用は続群書類従第二輯下に拠る。
ガ
ノ
ニ
カ
（型）「碧樹二鴬噌レル」は、『和漢朗詠集』（鴬・一ハ四）の「誰家碧樹鴬
イ
テ
レ
タ
ル
啼
而
羅
幕
猶
垂
」
に
拠
っ
た
か
。ノ
の
／
の
二
（記）掲出部分の少しあとに、「草魔草枕、苔衣苔筵、旅寝殊物哀ニテ、心ヲ
、
、
ノ
ハ
ゲ
シ
ク
ノ
シ
傷
シ
メ
ヶ
ル
折
節
、
｜
村
松
風
暴
、
ン
一
丁
十
分
秋
月
寒
い
と
見
え
、
西
行
と
人
丸
が
歌
を
詠
み
合
う
山
場
へ
と
つ
な
が
る
。
（妬）法蔵僧都が帝釈宮から招待され、使者の肩につかまって昇天するとい
う奇蹟は、このような「折節」に起こったとして装飾する。
（
”
二
日
に
千
里
を
行
く
駿
馬
と
伯
楽
の
出
会
い
の
「
折
節
」
を
飾
る
。
（配）「（延昌は）入滅之珊、念仏臥し画往生綿殿（七焔）、「王折節碁ヲ打給町
伝奏沙門参内由ヲ申ケルヲ」（十一１）の一一例。
（羽）前掲（８）の頭注。
（釦）二十数例を数える。ただし、〈剛〉が具体的な実在する霊場を指すのに
対
し
、
道
場
・
精
舎
・
墓
所
・
初
利
天
な
ど
一
般
的
ま
た
は
想
像
上
の
場
所
、
さ
ら
に
は
仏
像
・
仏
顔
を
対
象
と
す
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
（
、
）
’
１
．
｜
炬
・
二
ｍ
・
四
四
・
七
４
．
＋
３
．
＋
４
．
十
二
釦
な
ど
。
4２
（犯）川口久雄『平安朝日本漢文学史の研究』（’九五九年三月、明桁書院刊）。
（羽）波戸岡旭「『玉造小町子壮衰書』の出典に就いて」（『日本文学論究』弧、
’
九
七
四
年
二
月
）
。
（弧）『日本古典文学大辞典』第四巻二九八四年七月、岩波書店刊）〈玉造
小町壮衰書〉の項（渡辺秀夫執筆）。
（鍋）山内・木村・朽尾編『玉造小町壮衰書』（一九八一年三月、笠間書院刊）
・所収の東京大学本に拠り、虫喰い箇所は他本で補い、訓点・返点は適宜
私に増減した。
ノ
リ
モ
ノ
ニ
ノ
モ
ノ
ニ
ハ
シ
ト
カ
ツ
ツ
（弱）一一３の「羅綾荘冥途境無し益、珠玉財間王官為し何思」は、その前文
の語彙が『壮衰書』からの引用であることと併せて、同書の思想の柱の
一
つ
を
表
明
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
五
６
．
十
１
な
ど
に
、
『
壮
衰書』の投影がうかがえる。
（金沢大学文学部講師）
ｌ
中
世
説
話
第
二
特
集
ｌ
鴨長明晩年の生活空間と往生の場
原
田
行
造
ｌ
御
堂
関
白
道
長
の
栄
華
死
と
関
連
さ
せ
て
ｌ
『発心集』の火車来迎説話をめぐって
青
山
克
彌
『葵上』における死霊のイメージ
西
村
聡
ｌ
火
車
に
乗
っ
た
六
条
御
息
所
ｌ
美
福
門
院
と
頼
長
竹
村
信
治
ｌ
今
物
語
第
一
話
人
物
考
証
志
見
ｌ
花園左大臣源有仁の説話をめぐって
藤
島
秀
隆
ｌ『今鏡」『古事談三発心集』の伝承Ｉ
巻
頭
論
文
中世文学における人間理解と説話
ｌ
発
心
集
と
沙
石
集
と
徒
然
草
Ｉ
脱
話
・
物
語
論
集
第
十
号
内
容
木
藤
才
蔵
4３
